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ご あ い さ つ 
 

この度は、弊社 RS-232C/LAN コンバータをご採用いただきまして誠にありがとうござい
ます。 
LAN 回線を使用して RS-232C で機器を制御するインターフェースです。本装置を正しく
お使いいただくために、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みくださいますようお願い

申し上げます。 
 
 
 
 



 
 

安全にお使いいただくために 
本機器は、安全に十分配慮して設計されています。しかし、誤った使い方をすると火災や感電な

どにより人身事故になることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

絵表示について 
この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのさまざまな絵表示をしてあります。 

その表示を無視して、誤った扱いをすることによって生じる内容は次のように区分しています。 

内容をよく理解してからお読み下さい。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※当社サービス窓口は 12ページを参照下さい。 
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１．概要 

 本装置は、LAN回線を使用して RS-232C制御ポートを有する機器を制御するインターフ
ェースです。 

 
【RS-232C/LAN ｺﾝﾊﾞｰﾀ正面概観図】 

 
 
①リセットスイッチ ：本体をリセットします。 
②INITスイッチ  ：本体の設定を初期化します。 
③LNKランプ  ：LAN LINK接続されている事を示します。 
④ACTランプ  ：LANインターフェースが通信中である事を示します。 
⑤RUNランプ  ：接点インターフェースが動作中である事を示します。 
⑥RS-232Cランプ ：シリアル通信時に点灯します 
⑦LANポート  ：LANを接続します 
⑧電源端子  ：24V電源を接続します 
⑨RS-232C接続端子 ：シリアル機器を接続します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ②

③ ④ ⑤ 

⑥ 

⑦

⑧
⑨
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２．設定ソフトウェア説明 

  

・ 設定ソフトファイル名：IPRSSetting..exe 

  

 1.起動 

・ 設定ソフトを起動すると下図の画面が表示されます。 

 

・ 起動時に INI ファイル（IPRSSetting..INI）の IP 設定に従い接続チェックを自動的に

行います。 

・ 接続が成功したら“接続インジケータ”が下図のようにグリーンの表示となります。 
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・ 接続に失敗すると下図のエラーメッセージが表示され、接続インジケータは赤になりま

す。 

       

 

    

・ 接続先 IPアドレスを変更し「チェック」ボタンをクリックし再チェックしてください。 
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２.設定方法 

 ２．１ 設定内容の読み込み（重要） 

     ・まず、変換器の設定内容を読み込んでください。 

     ・「読込」ボタンをクリックしてください。 

 

 

          ＊起動時には”System”項目はブランクの状態です。 
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２．２ 設定変更  

    ・各設定項目の説明を以下に行います。 

 

１）System 設定部 

   

   

①：変換器の IP アドレス 

         ・"XXX.XXX.XXX.XXX"形式で入力します。 

 

②：変換器のサブネットマスク 

         ・"XXX.XXX.XXX.XXX"形式で入力します。 

 

③：変換器のデフォルトゲートウェイアドレス 

         ・"XXX.XXX.XXX.XXX"形式で入力します。 

 

④：変換器のコマンドポート番号 

         ・デフォルト２４６００番を使用します。 

          問題なければデフォルトのままとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

②

③

④
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２）CH1,CH2 設定部 

・LAN シリアル変換器は２チャネルの通信をサポートしています。 

  それぞれのチャネル（CH1,CH2）に同等の設定があります。 

       

     ①：接続モード 

変換器からＬＡＮ装置へのＬＡＮ接続方法を下記の３種類から選択します。 

            

        １）”AUTO”モード 

          ・変換器の電源オンと同時に LAN 装置に接続します。 

        ２）”ACTIVE”モード 

          ・シリアルデータが到着後、LAN 装置へ接続します。 

        ３）”SELF”モード 

          ・このモードは試験用です。（CH1 と CH2 のシリアルを接続します） 

     ②：Ｔ１（LAN 切断時間） 

       ・LAN 装置と接続後、データ送受信が無くなってからＴ１設定時間後に

LAN 接続を切断します。（秒単位です） 

          

① 
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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③：Ｔ２（ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀｱｲﾄﾞﾙ時間） 

            ・ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀを LAN 側へ送出する際に、ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ受信後Ｔ２設定時間データ

受信が無ければ LAN 側へ送信します。 

            （設定は 500 ﾏｲｸﾛ秒単位で行います。ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は 11=5.5msec です。通常ﾃﾞ

ﾌｫﾙﾄ値のままで使用します） 

 

          ④：Remote IP 

             ・接続する LAN 装置の IP ｱﾄﾞﾚｽを設定します。 

 

          ⑤：Remote PORT 

             ・LAN 装置との TCP/IP 通信ﾎﾟｰﾄ番号を設定します。 

   

          ⑥：Local PORT 

             ・変換器の TCP/IP 通信ﾎﾟｰﾄ番号を設定します。 

 

          ⑦：Baudrate 

             ・ｼﾘｱﾙ通信の通信速度を選択します。 

  

                   *9600/19200/38400/57600/11520/230400 

 

           ⑧：DataBits 

              ・ｼﾘｱﾙ通信のﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ数を選択します。 

                       

                      *5/6/7/8 
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            ⑨：StopBits 

               ・ｼﾘｱﾙ通信のｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ数を選択します。 

                       

   *1/2 

 

       ⑩：Parity 

        ・ｼﾘｱﾙ通信のﾊﾟﾘﾃｨ条件を選択します。    

                   

     *None:無し/Odd：奇数/Even：偶数 
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２．３ 設定更新 

  ・「更新」ボタンをクリックすると下記のメッセージが表示されます。変換器の設定

変更を行います。 

   

  ・「はい」をクリックすると変換器の設定変更を行います。 

   「いいえ」をクリックすると設定変更は行わず設定画面へ戻ります。 

 

   ・設定が正常に終了すると下図のメッセージが表示されます。 

 

      

 

    ・設定読み込みを行っていない状態で「更新」ボタンをクリックすると下図の注意

メッセージが表示されます。 

 

      

     ＊設定データの読み込みは必ず必要です。 

 

＜ソフトウェア ファイル一覧＞ 

IPRSSetting パッケージ 

・IPSSeting..exe 

・IPSSeting..INI 
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３．機器の初期化 

   

  INIT ボタンを押しながら電源を投入することで初期設定状態で起動します。 

 

               

 

 

  RUN ランプが点滅状態になれば初期化完了です。 

  注意）初期化を行なうと設定した値がデフォルトの値になります。 

  

  初期設定に戻る項目と値は下記のとおりです。 

設定項目 設定内容 初期値 

IP アドレス 192.168.1.188 

ネットマスク 255.255.255.0 

ゲートウェイ 192.168.1.1 

IP 設定 

Ｐｏｒｔ 24600 

区分 ＣＨ１ ＣＨ２ 

Ｍｏｄｅ SELF SELF 

Ｔ１ 600 600 

Ｔ２ 11 11 

ＲｅｍｏｔｅＩＰ 192.168.1.133 192.168.1.175 

ＲｅｍｏｔｅＰｏｒｔ 11000 12000 

ＬｏｃａｌＰｏｒｔ 10001 10002 

Ｂａｕｒａｔｅ 9600 9600 

ＤａｔａＢｉｔs 8 8 

StopBits 1 1 

ＣＨ１／ＣＨ２ 

Parity None None 

 

INITボタン 
RUNランプ 
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4．主な仕様 
外形寸法 

 
 
端子カバー 
端子カバーは上部後方に約焼く１５０°まで開きます。 
結線作業、SW 操作ではカバーを開き操作しますので、開角９０°以上が必要です。
設計時に御配慮ください。 

    
●本機器のフェニックスコネクタ３番端子（FG）を D 種接地（接触抵抗１００Ω以
下）してください。 
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